
目

次

告

示

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
廃
止
の
届
出
qqqqqqqqqqqqqqqqqq（
健
康
福
祉

政

策

課
）
…
一

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
機
関
の
指
定
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
二

○
右

同
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
二

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
名
称
変
更
の
届
出
qqqqqqqqqqqq（

同

）
…
二

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
休
止
の
届
出
qqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
二

○
右

同
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
二

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
再
開
の
届
出
qqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
三

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
指
定
の
辞
退
qqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
三

○
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中

国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
に

よ
る
指
定
医
療
機
関
の
廃
止
の
届
出
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
三

○
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中

国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
に

よ
る
医
療
機
関
の
指
定
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
三

○
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中

国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
に

よ
る
指
定
医
療
機
関
の
名
称
変
更
の
届
出
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
四

○
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中

国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
に

よ
る
指
定
医
療
機
関
の
指
定
の
辞
退
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
四

○
児
童
福
祉
法
に
よ
る
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
指
定
qqqqqqqqq（
こ

ど

も

み
ら
い
課
）
…
四

○
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
よ
る
医
師
の
指
定
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
障
害
福
祉
課
）
…
四

○
道
路
の
供
用
の
開
始
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
道

路

課
）
…
五

公

告

○
令
和
四
年
度
青
森
県
漂
着
ご
み
組
成
調
査
業
務
に
係
る
一
般
競
争
入

札
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
環
境
政
策
課
）
…
五

○
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
決
定
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
農
村
整
備
課
）
…
六

告

示

青
森
県
告
示
第
四
百
四
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指

定
医
療
機
関
か
ら
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
三
第
二
号
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
七
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

名

称

所

在

地

廃

止

年
月
日

Ｔ
Ｏ
Ｊ
Ｏ

Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｌ

Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｃ

三
沢
市
中
央
町
四
丁
目
三
の
一
九

令
和四･
四･三〇

ア
オ
イ
調
剤
薬
局
城
東
店

弘
前
市
大
字
早
稲
田
二
丁
目
七
の
四

四･
五･二〇

ス
ー
パ
ー
ド
ラ
ッ
グ
ア
サ
ヒ
調

剤
薬
局

弘
前
市
大
字
土
手
町
一
八
一
の
四

四･
四･一五

仲
町
歯
科
医
院

南
津
軽
郡
藤
崎
町
大
字
藤
崎
字
村
岡
五
八

三･一二･三一

西
と
よ
だ
歯
科
医
院

南
津
軽
郡
藤
崎
町
大
字
藤
崎
字
西
豊
田
一
丁

目
九
の
四

〃

青
森
県
報
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第
四
百
八
十
六
号

令
和
四
年七

月
十
九
日

（
火
曜
日
）



青
森
県
告
示
第
四
百
五
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
扶
助

の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
三
第
一

号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
七
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

名

称

所

在

地

指

定

年
月
日

Ｔ
Ｏ
Ｊ
Ｏ

Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｌ

Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｃ

三
沢
市
中
央
町
四
丁
目
三
の
一
九

令
和四･
五･
一

ハ
ッ
ピ
ー
調
剤
薬
局
弘
前
堅
田

店

弘
前
市
大
字
青
山
一
丁
目
一
一
の
二

四･
七･
一

青
森
県
告
示
第
四
百
六
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
扶
助

の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
三
第
一

号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
七
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

事

業

者

事

業

所

指

定

年
月
日

名

称

主
た
る
事
務
所
の

所

在

地

名

称

所

在

地

有
限
会
社
ユ
ア

ホ
ー
ム

北
津
軽
郡
板
柳
町

大
字
掛
落
林
字
前

田
二
六
三

訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

ラ
イ
ラ
ッ
ク

北
津
軽
郡
板
柳
町
大

字
掛
落
林
字
前
田
二

六
二
の
一

令
和四･
六･
九

青
森
県
告
示
第
四
百
七
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
指
定
医
療
機
関
か
ら
名
称
を
変
更
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
三
第

二
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
七
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

区

分

名

称

所

在

地

変

更

年
月
日

変
更
前

松
医
会

松
尾
医
院

三
戸
郡
五
戸
町
字
観
音
堂
一
八
の

六

令
和四･
六･
一

変
更
後

松
医
会

松
尾
整
形
外
科
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

青
森
県
告
示
第
四
百
八
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指

定
医
療
機
関
か
ら
休
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
三
第
二
号
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
七
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

名

称

所

在

地

休

止

年
月
日

山
崎
内
科
医
院

三
戸
郡
五
戸
町
字
野
月
一
四
の
一
二

令
和四･
三･
一

青
森
県
告
示
第
四
百
九
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指

定
医
療
機
関
か
ら
休
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
三
第
二
号
の
規
定
に
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よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
七
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

事

業

者

事

業

所

休

止

年
月
日

名

称
主
た
る
事
務
所
の

所

在

地
名

称
所

在

地

株
式
会
社
は
ぁ
と

ふ
る

上
北
郡
七
戸
町
字

蛇
坂
一
三
の
一

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
ぁ
と
ふ

る

上
北
郡
七
戸
町
字

舘
野
三
六
の
一

令
和四･
四･
一

青
森
県
告
示
第
四
百
十
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指

定
医
療
機
関
か
ら
再
開
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
三
第
二
号
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
七
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

名

称

所

在

地

再

開

年
月
日

や
す
は
ら
耳
鼻
咽
喉
科

弘
前
市
大
字
安
原
三
丁
目
三
の
二
二

令
和四･
四･一八

青
森
県
告
示
第
四
百
十
一
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
指
定
医
療
機
関
が
そ
の
指
定
を
辞
退
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
三
第
三
号
の
規
定
に
よ
り

告
示
す
る
。

令
和
四
年
七
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

名

称

所

在

地

指
定
辞
退

年
月
日

ほ
お
ず
き
薬
局

上
北
郡
お
い
ら
せ
町
鶉
久
保
一
の
八

令
和四･
五･三一

青
森
県
告
示
第
四
百
十
二
号

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配

偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ

の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
。
以
下
「
例
に
よ

る
生
活
保
護
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
医
療
機
関
か
ら
廃
止
し

た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
例
に
よ
る
生
活
保
護
法
第
五
十
五
条
の
三
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
告

示
す
る
。

令
和
四
年
七
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

名

称

所

在

地

廃

止

年
月
日

Ｔ
Ｏ
Ｊ
Ｏ

Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｌ

Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｃ

三
沢
市
中
央
町
四
丁
目
三
の
一
九

令
和四･
四･三〇

ス
ー
パ
ー
ド
ラ
ッ
グ
ア
サ
ヒ
調

剤
薬
局

弘
前
市
大
字
土
手
町
一
八
一
の
四

四･
四･一五

青
森
県
告
示
第
四
百
十
三
号

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配

偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ

の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
。
以
下
「
例
に
よ

る
生
活
保
護
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担

当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
例
に
よ
る
生
活
保
護
法
第
五
十
五
条
の
三
第
一
号

の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。
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令
和
四
年
七
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

名

称

所

在

地

指

定

年
月
日

Ｔ
Ｏ
Ｊ
Ｏ

Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｌ

Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｃ

三
沢
市
中
央
町
四
丁
目
三
の
一
九

令
和四･
五･
一

ハ
ッ
ピ
ー
調
剤
薬
局
弘
前
堅
田

店

弘
前
市
大
字
青
山
一
丁
目
一
一
の
二

四･
七･
一

青
森
県
告
示
第
四
百
十
四
号

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配

偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ

の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
。
以
下
「
例
に
よ

る
生
活
保
護
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
医
療
機
関
か
ら

名
称
を
変
更
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
例
に
よ
る
生
活
保
護
法
第
五
十
五
条
の
三
第
二
号
の

規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
七
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

区

分

名

称

所

在

地

変

更

年
月
日

変
更
前

松
医
会

松
尾
医
院

三
戸
郡
五
戸
町
字
観
音
堂
一
八
の

六

令
和四･
六･
一

変
更
後

松
医
会

松
尾
整
形
外
科
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

青
森
県
告
示
第
四
百
十
五
号

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配

偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ

の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
。
以
下
「
例
に
よ

る
生
活
保
護
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
医
療
機
関
が
そ
の

指
定
を
辞
退
し
た
の
で
、
例
に
よ
る
生
活
保
護
法
第
五
十
五
条
の
三
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す

る
。

令
和
四
年
七
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

名

称

所

在

地

指
定
辞
退

年
月
日

ほ
お
ず
き
薬
局

上
北
郡
お
い
ら
せ
町
鶉
久
保
一
の
八

令
和四･
五･三一

青
森
県
告
示
第
四
百
十
六
号

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
小

児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
十
九
第
一
号
の
規

定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
四
年
七
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

名

称

所

在

地

指

定

年
月
日

い
く
こ
耳
鼻
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

弘
前
市
大
字
南
瓦
ケ
町
二
の
六

令
和四･
七･
一

平
賀
中
央
薬
局

平
川
市
本
町
北
柳
田
一
二
六
の
一
二

〃

ハ
ッ
ピ
ー
調
剤
薬
局
弘
前
堅
田
店

弘
前
市
大
字
青
山
一
丁
目
一
一
の
二

〃

青
森
県
告
示
第
四
百
十
七
号

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
次
の
と
お
り
医
師
を
指
定
し
た
の
で
、
青
森
県
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
（
昭
和
六
十
二
年
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三
月
青
森
県
規
則
第
二
十
六
号
）
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
七
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

氏

名

勤

務

す

る

病

院

等

診

療

科

目

指

定

年
月
日

名

称

所

在

地

三
浦

文
武

弘
前
大
学
医
学

部
附
属
病
院

弘
前
市
大
字
本
町

五
三

小
児
科
（
心
臓
機
能
障

害
）

令
和四･
八･
一

三
浦

卓
也

弘
前
大
学
医
学

部
附
属
病
院

弘
前
市
大
字
本
町

五
三

消
化
器
外
科
（
ぼ
う
こ

う
機
能
障
害
、
直
腸
機

能
障
害
、
小
腸
機
能
障

害
）

〃

青
森
県
告
示
第
四
百
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
告
示
の
日
か
ら
令
和
四
年
八
月
十
八
日
ま
で
青
森
県
県
土
整
備
部
道

路
課
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
七
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始

の

期

日

県
道
今
別
蟹
田
線

東
津
軽
郡
今
別
町
大
字
大
川
平
字
母
沢
一
八
の
四
か

ら東
津
軽
郡
今
別
町
大
字
大
川
平
字
母
沢
一
五
の
二
ま

で

令
和
四･
七･一九

公

告

令
和
四
年
度
青
森
県
漂
着
ご
み
組
成
調
査
業
務
に
係
る
一
般
競
争
入
札

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
契
約
を
締
結
す
る
の
で
、
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十

二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
四
年
七
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
事
項

１

業
務
名

令
和
四
年
度
青
森
県
漂
着
ご
み
組
成
調
査
業
務

２

業
務
内
容

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

３

履
行
期
限

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日

二

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格

１

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
者
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る

こ
と
。

２

青
森
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
三
月
青
森
県
規
則
第
十
号
）
第
百
二
十
八
条
の
規
定
に

よ
り
一
般
競
争
入
札
に
参
加
で
き
な
い
者
で
な
い
こ
と
。

３

次
の
㈠
又
は
㈡
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
。

㈠

令
和
四
年
二
月
十
四
日
青
森
県
告
示
第
六
十
三
号
（
物
品
等
の
競
争
入
札
参
加
資
格
）
の

一
の
規
定
に
よ
り
、
調
査
及
び
研
究
に
係
る
契
約
に
つ
い
て
Ｂ
以
上
の
等
級
に
格
付
け
さ
れ

た
者
で
あ
る
こ
と
。

㈡

青
森
県
建
設
関
連
業
務
の
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
の
資
格
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五

十
八
年
二
月
青
森
県
規
則
第
六
号
）
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
資

格
が
あ
る
と
認
定
さ
れ
、
同
規
則
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
有
資
格
建
設
関
連
業
者
名
簿

の
土
木
関
係
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

４

一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
の
提
出
期
限
の
日
か
ら
開
札
の
時
ま
で
の
間
に
、
物

品
の
製
造
の
請
負
、
買
入
れ
及
び
借
入
れ
に
係
る
契
約
並
び
に
役
務
の
提
供
を
受
け
る
契
約
に

係
る
競
争
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
登
載
業
者
に
関
す
る
指
名
停
止
要
領
（
平
成
十
二
年
一
月
二

十
一
日
付
け
青
管
第
九
百
十
二
号
）
別
表
第
九
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
措
置
要
件
に

該
当
す
る
事
実
（
既
に
知
事
の
指
名
停
止
の
措
置
が
行
わ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
が
な
い
者
で

あ
る
こ
と
。

三

入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
、
契
約
条
項
を
示
す
場
所
及
び
問
合
せ
先

青
森
市
長
島
一
丁
目
一
の
一
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青
森
県
環
境
生
活
部
環
境
政
策
課
循
環
型
社
会
推
進
グ
ル
ー
プ

電
話

〇
一
七
―
七
三
四
―
九
二
四
九

四

入
開
札
の
日
時
及
び
場
所

１

日
時

令
和
四
年
八
月
三
日

午
後
二
時
三
十
分

２

場
所

青
森
市
長
島
一
丁
目
一
の
一

青
森
県
庁
舎

北
棟
七
階
環
境
生
活
部
Ａ
会
議
室
（
環
境
政
策
課
隣
）

３

そ
の
他

郵
送
又
は
電
送
に
よ
る
入
札
は
認
め
な
い
。

五

入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金
に
関
す
る
事
項

１

入
札
保
証
金

青
森
県
財
務
規
則
第
百
三
十
二
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
免
除
す
る
。

２

契
約
保
証
金

青
森
県
財
務
規
則
第
百
五
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
。

六

落
札
者
の
決
定
方
法

予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落
札
者
と

す
る
。

七

契
約
の
締
結

１

青
森
県
財
務
規
則
第
百
五
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
落
札
決
定
の
日
か
ら
七
日
以
内
に
契
約

を
締
結
す
る
。
た
だ
し
、
落
札
者
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
契
約
締
結
の
延
期
の
承
認
を
与
え
た

と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

落
札
の
決
定
後
、
当
該
入
札
に
係
る
契
約
の
締
結
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
当
該
落
札
者
が
二

に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
契
約
を
締
結
し
な
い
。

八

入
札
条
件

青
森
県
財
務
規
則
に
定
め
る
入
札
者
心
得
書
及
び
入
札
説
明
書
に
定
め
る
事
項
を
遵
守
す
る
こ

と
。

九

そ
の
他

１

契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

２

入
札
者
に
求
め
ら
れ
る
義
務

入
札
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
者
は
、
必
要
な
証
明
書
を
入
札
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
青
森
県

環
境
生
活
部
環
境
政
策
課
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
開
札
日
の
前
日
ま
で
に
当

該
証
明
書
の
内
容
に
関
す
る
説
明
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３

入
札
の
無
効

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札
に
関
す
る
条
件
に
違

反
し
た
入
札
は
、
無
効
と
す
る
。

４

入
札
書
記
載
金
額

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
百
分
の
十
に
相
当

す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切

り
捨
て
た
金
額
）
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
見
積
も
っ
た
金
額
の
百
十

分
の
百
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

５

そ
の
他

詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
決
定

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
後

潟
川
頭
首
工
地
区
の
県
営
土
地
改
良
事
業
（
水
利
施
設
整
備
事
業
（
基
幹
水
利
施
設
保
全
型
）
）
計

画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
土
地
改
良
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
縦
覧
の
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

十
五
日
以
内
に
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
ほ
か
、
こ
の
土
地
改
良
事
業
計
画
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

六
月
以
内
に
、
県
を
被
告
と
し
て
（
知
事
が
被
告
の
代
表
者
と
な
る
。
）
、
そ
の
取
消
し
の
訴
え
を

提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
縦
覧
の
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内

に
審
査
請
求
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
土
地
改
良
事
業
計
画
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
そ
の
審
査
請
求
に

対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
以
内
に
提
起
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

令
和
四
年
七
月
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し
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二

縦
覧
の
期
間

令
和
四
年
七
月
二
十
日
か
ら
同
年
八
月
十
七
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

青
森
市
役
所

（ ）7 青 森 県 報 第486号令和４年７月19日 火曜日



（ ）8青 森 県 報 第486号令和４年７月19日 火曜日

(発
行
所
・
発
行
人
）

青
森
市
長
島
一
丁
目
一
番
一
号

青

森

県

(印
刷
所
・
販
売
人
）

青
森
市
第
二
問
屋
町
三
丁
目
一
番
七
七
号

東
奥
印
刷
株
式
会
社

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
発
行

定
価

小
口
一
枚
ニ
付
十
五
円


